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1. 顕微鏡の歴史
2. 細胞 ・ 組織 ・ 分子の大きさと分解能の関係
分解能 : 高分解能 : 低
区別できる区別できない











































































































































































































A. 新しい知識を得ることが好きなため。 また、 研究
    では新たな知識を生み出せる点に魅力を感じる。
A. なかなか良いデータが出ず、 前に進めない時が辛い。
A. 大抵の実験はうまくいかない。 トライアンドエラーを繰り返し、





    発表で面白いと思ってもらえた時にやりがいを感じる。
A. 研究を続け、 役立ったり、 面白いと思ってもらえる成果を
　  あげたい。 難病の仕組みを解明し、 治療に役立てたい。
